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2014 年 9 月 14 日（日）～17 日（水）、名古屋国際会議場において「子ども虐待防止世界会議 名古屋 

2014」が開催されます。子どもへの暴力のない世界を目指した活動を行っている国際NGOチャイルド・ファンドが発

表し、子どもを暴力から守る取り組みの重要性を訴えます。 

 

2014 年 9 月 14 日（日）から 17 日（水）の 4 日間に渡り、名古屋国際会議場において「子ども虐待防止世界

会議 名古屋 2014」が開催されます。メインテーマを「子ども中心の社会に向けて ： 過去から学び、未来に向けて行

動しよう｣とし、基調講演、ケンプ・レクチャー、本部主催講演など、さまざまなプログラムが企画されています。世界各国か

ら子ども虐待に関わる研究者や実務者、行政関係者などが集い、参加者は 2,000 名を超える見込みです。 

 

3 日目の 9 月 16 日（火）、子どもへの暴力のない世界を目指した活動を行っている国際 NGO チャイルド・ファンドか

ら2名が発表します。チャイルド・ファンド・ジャパンは11:30から「子どもたちが語る暴力と搾取のない世界」について発表

します。チャイルド・ファンド・インターナショナルは 14:15 から「子どもを守るコミュニティの仕組みを通じて、ネグレクト、虐待、

暴力を防止し、家庭を守る取り組み」について、シンポジウムを行います。 

 

会議名称 第 20 回子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014 

テーマ 子ども中心の社会に向けて：過去から学び、未来に向けて行動しよう 

主催 国際子ども虐待防止学会(ISPCAN)、日本子ども虐待防止学会(JaSPCAN)
 

会期 2014 年 9 月 14 日(日)～17 日(水)  

開催場所 名古屋国際会議場  名古屋市熱田区西町 1番 1号 

参加人数見込み 2,000 人 

チャイルド・ファンド・ 

ジャパンの発表 

9 月 16 日（火）10:30-11:50 OS-3E Ethics, Law and Policy 

テーマ：「子どもたちが語る暴力と搾取のない世界」（日本語） 

（チャイルド・ファンド・ジャパンの発表は 11:30 から） 

チャイルド・ファンド・ 

インターナショナルの発表 

9 月 16日（火）14:15-15:35 S-9  

テーマ：「子どもを守るコミュニティの仕組みを通じて、ネグレクト、虐待、暴力を防止し、家

庭を守る取り組み（ウガンダ・セネガル・ガンビア・リベリアの事例）」（英語） 

“Family preservation and prevention of neglect, abuse and violence 

through community child protection mechanisms”  

 

 

                 

チャイルド・ファンドが子どもを暴力から守る取り組みについて発表 

「子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014」 

記念すべき 20回目の開催地に選ばれたのは、名古屋。 
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特定非営利活動法人 チャイルド･ファンド･ジャパン 

理事長＝髙田和彦   事務局長＝小林毅 

 

チャイルド・ファンド・ジャパンは、1975 年から、アジアを中心に貧困の中で暮らす子どもの健やかな成長、家族と地域の

自立を目指した活動をしています。 

 

 

 

 

 

【活動している国】 

フィリピン、ネパール、スリランカ 

 

【活動内容】 

① スポンサーシップ・プログラム（子どもを「１対１」で支援） 

日本の支援者が、途上国に暮らす子どもを支援する支援活動。「１対１」のつながりを通して、子どもの成長や家

族の生活改善、住民主体の組織づくりを支援。支援者と子どもは、文通を通して繋がり、子どもの成長を感じること

ができます。 

 

② 支援プロジェクト（特定の課題解決を目指した活動） 

貧困に起因する様々な問題の中で、特定の開発課題に応える支援事業です。実施する内容は国、地域、時期

によってことなります。詳細は、事務所までお問い合わせください（☎03-3399-8123） 

 

③ 緊急・復興支援事業 

台風や地震などの自然災害の被災者や、地域紛争による避難民を支援する事業です。 

 

【チャイルド・ファンド・ジャパンの 40年のあゆみ】 

第二次世界大戦後、アメリカの民間団体 CCF (Christian Children’s Fund：キリスト教児童基金)が日本の戦災

孤児への支援を始め、この支援の受け入れ母体としてチャイルド・ファンド・ジャパンの前身が設立されました。CCFは延べ

86,000 名の日本の子どもを支援し、活動を終了しました。CCF から日本に受けた恩恵を、日本から支援を必要として

いるアジアの国々へ返そうと、杉並区善福寺を拠点に国際協力活動を続け、2015 年 40 年を迎えます。 

 

【寄付金控除】 

チャイルド・ファンド・ジャパンは国税庁長官が「認定 NPO法人」として認定している約 256 団体のひとつです(2014 年

1月現在)。皆様からの支援金は寄付金控除の対象となり、税制上の優遇措置を受けられます。 

 

※チャイルド・ファンド・ジャパンは特定の宗教や政治団体とは一切関係ありません。 

 

参考資料 

ビジョン ：すべての子どもに開かれた未来を約束する国際社会の形成 

ミッション ：生かし生かされる国際協力を通じて子どもの権利を守る 


